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○
は
じ
め
に

　
『
漢
書
』
古
今
人
表
は
、
上
古
か
ら
秦
末
に
至
る
総
計
一
九
四
〇
名
の

人
物
を
九
等
に
評
価
分
類
し
て
一
望
せ
し
め
る
と
い
う
、『
史
記
』
に
は

な
い
独
自
の
表
で
あ
り
、
後
世
の
注
目
を
惹
く
と
同
時
に
多
く
の
批
判
を

生
じ
た
篇
で
あ
る
。
所
載
人
物
の
配
等
（
等
級
の
配
置
）
の
不
適
切
や
、

誤
脱
・
重
複
を
指
摘
し
た
り
、
班
固
の
関
与
の
度
合
を
疑
っ
た
り
す
る
説

が
唱
え
ら
れ
る
一
方
で
、
古
今
人
表
の
特
徴
や
意
義
を
考
察
し
、
人
物
を

考
証
す
る
研
究
も
行
わ
れ
、
現
在
も
様
々
な
論
を
生
ん
で
い
る
。
本
論
考

『
漢
書
』
古
今
人
表
の
「
表
」
と
し
て
の
効
果
と
制
作
意
図

─
『
論
語
』
及
び
律
暦
志
・
藝
文
志
と
の
関
係
を
中
心
に

長
谷
川
清
貴

は
、
古
今
人
表
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
整
理
し
た
上
で
、
数
多
の
人
名
を
図

示
す
る
こ
と
で
現
れ
る
「
群
」
が
も
た
ら
す
効
果
を
述
べ
、
古
今
人
表
が

示
す
意
図
を
新
た
に
指
摘
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

第
一
章　

古
今
人
表
を
め
ぐ
る
諸
問
題

１
、
唐
代
の
批
判

　

古
今
人
表
（
以
降
、
人
表
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
唐
人
に
よ
っ

て
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
張
晏
は
甚
だ
不
適
な
列
次
と
し

て
八
名
を
例
示
し
、
諸
子
の
書
を
博
捜
し
て
数
千
年
に
亘
る
人
物
を
列
す
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る
と
い
う
事
業
が
、
班
固
が
竇
憲
に
坐
し
て
獄
死
し
た
た
め
に
未
完
に
終

わ
っ
た
と
断
じ（
１
）、

顔
師
古
も
、
人
表
に
録
す
る
人
物
が
古
人
の
み
で
、
今

人
た
る
漢
人
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
様
に
未
畢
と
の
見
解

を
示
し
て
い
る（
２
）（
と
も
に
漢
書
注
）。
ま
た
、
劉
知
幾
は
『
史
通
』
で
、

再
三
に
わ
た
っ
て
人
表
の
非
を
痛
烈
に
難
じ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
概
要

は
次
の
通
り
。

甲�

、
も
と
も
と
表
と
は
、
紀
や
伝
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
重
複
・
煩
雑
せ

る
も
の
だ
が
、
中
で
も
人
表
は
無
用
の
表
で
あ
り
、
し
か
も
漢
事
を

言
わ
ぬ
の
は
漢
書
中
の
疣い

贅ぼ

で
あ
る
。（
内
篇
、
表
曆
第
七
）

乙
、�

人
表
冒
頭
の
論
は
格
調
高
い
が
、
篇
中
の
人
物
列
次
に
は
難
点
が

多
く
、
是
非
善
悪
を
乱
し
て
い
る
。（
内
篇
、
品
藻
第
二
十
三
）

丙
、�

班
固
が
竇
氏
の
事
に
坐
し
て
獄
死
し
、
書
は
散
乱
し
て
整
理
が
つ

い
て
い
な
か
っ
た
。
妹
の
曹
大
家
（
班
昭
）
が
馬
融
等
十
人
に
読

を
授
け
つ
つ
後
を
継
い
た
が
、な
お
八
表
や
天
文
志
は
完
成
せ
ず
、

馬
続
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
そ
し
て
、
人
表
は
尤
も
本
書
に

類
し
て
い
な
い
。（
外
篇
、
古
今
正
史
第
二
）

丁
、�

人
表
は
た
だ
賢
愚
を
品
藻
し
善
悪
を
激
揚
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
が
、
表
は
国
家
や
禄
位
な
ど
の
区
切
り
も
な
い
上
に
、
境
界
や

行
を
重
ね
て
細
か
い
字
で
書
き
連
ね
ら
れ
、
他
表
に
類
し
て
い
な

い（
３
）。
人
を
古
今
に
列
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
表
で
は
限
界
が
あ
り
、

志
と
し
て
、
上
上
よ
り
等
級
ご
と
に
順
に
記
し
、
標
榜
科
条
を
明

示
し
て
、
各
篇
末
尾
を
「
右
若
干
品
、
凡
て
若
干
人
」
と
す
る
べ

き
で
あ
る
。（
外
篇
、
雜
説
上
第
七
）

　

要
す
る
に
、
劉
知
幾
は
人
表
が
基
準
を
示
さ
ず
、
乱
雑
無
秩
序
に
人
物

を
配
し
て
い
る
の
を
嫌
悪
し
、『
漢
書
』
表
中
で
も
異
質
の
も
の
と
し
て
、

制
作
者
や
完
成
度
を
疑
い
、
改
善
方
法
ま
で
指
摘
し
て
い
る
。
以
降
、
宋

代
の
晁
公
武
『
郡
齋
讀
書
志
』
や
鄭
樵
『
通
志
』、
明
代
の
楊
慎
『
升
庵
集
』

な
ど
、
人
表
に
言
及
す
る
も
の
は
批
判
が
多
い
。

２
、
清
代
の
考
証

　

清
代
に
入
る
と
、
人
表
は
一
定
の
評
価
を
与
え
ら
れ
、
大
い
に
考
証
が

行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
馬
驌
は
上
古
か
ら
秦
末
ま
で
の
資
料
を
紀
事
本
末
形

式
で
再
編
し
論
断
を
加
え
た
大
著
『
繹
史
』
百
六
十
巻
の
末
尾
に
古
今
人

表
を
選
び
、『
漢
書
』
を
そ
の
ま
ま
録
し
な
が
ら
、
表
の
人
物
配
置
に
工

夫
を
加
え
て
明
快
に
し
、
必
要
な
考
証
を
追
加
し
て
示
し
た
。
人
物
考
証

を
中
心
と
し
た
も
の
に
は
、
夏
燮
『
校
漢
書
八
表
』、
梁
玉
縄
『
漢
書
人

表
考
（
人
表
考
）』、
蔡
雲
『
漢
書
人
表
考
校
補
』、
翟
云
升
『
校
正
古
今

人
表
』、
孫
國
仁
『
漢
書
人
表
略
校
』
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
史
記
漢
書
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諸
表
訂
補
十
種
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

梁
氏
・
翟
氏
の
著
は
全
人
物
を
載
せ
る
が
、
表
形
式
を
廃
し
て
等
級
ご
と

に
列
し
て
い
る
。
ま
た
、
錢
大
昕
『
二
十
二
史
考
異
』
や
趙
翼
『
廿
二
史

箚
記
』
等
、
多
く
の
諸
家
の
筆
記
が
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
現
代
、
王

利
器
・
王
貞
岷
両
氏
の
『
漢
書
古
今
人
表
疏
證
』（
斉
魯
書
社
、

一
九
八
八
年
）は
、人
物
ご
と
に
こ
れ
ら
の
説
を
集
釈
し
て
便
利
で
あ
る
。

３
、
主
要
論
点
と
研
究
史

　

梁
玉
縄
は
『
人
表
考
』
序
で
、
は
じ
め
に
人
表
を
「
創
例
」
と
断
じ
た

上
で
、案

敍
傳
曰
、
篇
章
博
擧
、
通
于
上
下
、
略
差
名
號
、
九
品
之
序
。
述

古
今
人
表
第
八
。
是
科
段
並
出
固
手
、
昭
特
覆
更
綴
輯
爾
。
…
…
褒

貶
進
退
、
史
官
之
職
。
始
三
皇
、
以
迄
嬴
秦
、
聖
仁
智
愚
、
不
勝
指

數
。
馬
遷
既
未
能
盡
錄
。
班
氏
廣
徴
典
籍
、
蒐
列
將
及
二
千
人
、
存

其
大
都
、
彰
善
戒
惡
、
準
古
鍳
今
。
非
苟
作
者
。（
案
ず
る
に
叙
伝

に
曰
は
く
、「
篇
章�

博
挙
し
、
上
下
を
通
じ
、
略
ぼ
名
号
を
差
し
て
、

九
品
の
序
あ
ら
し
む
。
古
今
人
表
第
八
を
述
ぶ
」
と
。
是
れ
科
段
（
評

価
科
目
の
設
定
と
人
物
の
配
等
）は
並
び
に
固
の
手
に
出
で
、昭（
班

昭
）
は
特
だ
覆
更
綴
輯
せ
る
の
み
。
…
…
褒
貶
進
退
は
、
史
官
の
職つ
と

め
な
り
。
三
皇
よ
り
始
ま
り
、
以
て
嬴
秦
に
迄
ぶ
ま
で
、
聖
仁
智
愚
、

指
数
す
る
に
勝
へ
ず
。
馬
遷
既
に
未
だ
尽
く
録
す
る
能
は
ず
。
班
氏

広
く
典
籍
を
徴
し
、蒐
め
列
す
る
こ
と
将
に
二
千
人
に
及
ば
ん
と
し
、

其
の
大
都
を
存
し
て
、
善
を
彰
は
し
悪
を
戒
め
、
古
に
準
じ
て
今
を

鑑
み
し
む
。
苟
か
り
そ
めの
作
者
に
非
ず
。）

と
、
叙
伝
の
記
述
内
容
と
、
人
物
を
博
捜
し
、
勧
懲
鑑
今
を
目
し
た
人
表

の
業
は
班
昭
や
馬
続
ら
後
継
者
に
は
成
し
が
た
い
と
し
て
、
人
表
の
大
要

は
班
固
が
制
作
し
た
も
の
と
主
張
す
る
。
梁
氏
は
さ
ら
に
、

錢
宮
詹
嘗
謂
余
云
、
此
表
用
章
儒
學
、
有
功
名
敎
。
觀
其
尊
仲
尼
于

上
聖
、
顏
・
閔
・
思
・
孟
子
大
賢
、
弟
子
居
上
者
三
十
餘
人
。
而
老
・

墨
・
莊
・
列
諸
家
、
咸
置
中
等
。
書
首
祖
述
夫
子
之
言
、
論
語
中
人

物
悉
見
于
表
。
而
他
書
則
有
去
取
。
詳
列
孔
子
譜
系
、
儼
以
統
緒
屬

之
。
孟
堅
具
此
特
識
、
故
卓
然
爲
史
家
之
宗
。
不
獨
文
章
雄
跨
百
代

而
已
。
余
甚
服
膺
斯
語
。（
銭
宮
詹�

嘗
て
余
に
謂
ひ
て
云
は
く
、「
此

の
表
は
用
て
儒
学
を
章あ
ら

は
し
、
名
教
に
功
有
り
。
観
る
に
其
れ
仲
尼

を
上
聖
に
尊
び
、
顔
・
閔
・
思
（
子
思
）・
孟
子
を
大
賢
と
し
、
弟

子
の
上
に
居
る
者
三
十
余
人
な
り
。
而
し
て
老
・
墨
・
荘
・
列
諸
家

は
、
咸
な
中
等
に
置
く
。
書�

首
め
に
夫
子
の
言
を
祖
述
し
、
論
語
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中
の
人
物�

悉
く
表
に
見
ゆ
。
而
る
に
他
書
は
則
ち
去
取
す
る
有
り
。

詳
ら
か
に
孔
子
の
譜
系
を
列
し
、儼つ
つ

し
ん
で
統
緒
を
以
て
之
を
属
す
。

孟
堅
は
此
の
特
識
を
具
へ
、
故
に
卓
然
と
し
て
史
家
の
宗
と
為
る
。

独
り
文
章�
百
代
に
雄
跨
す
る
の
み
な
ら
ず
」
と
。
余
甚
だ
斯
の
語

を
服
膺
す
。）

と
、
銭
宮
詹
の
語
を
引
い
て
、
人
表
の
功
績
を
、
儒
学
、
特
に
孔
子
の
学

統
の
宣
揚
に
あ
る
と
す
る
。
一
方
で
、
人
物
の
配
等
に
つ
い
て
は
、

惟
是
定
以
三
科
、
區
分
尚
易
、
別
以
九
品
、
確
當
爲
難
。
毫
釐
之
差
、

誠
所
不
免
。
而
屢
經
傳
寫
、
紊
脱
尤
多
。
元
序
有
崇
侯
、
張
晏
謂
有

嫪
毐
、
宋
重
脩
廣
韻
公
字
注
有
齊
大
夫
公
幹
、
士
字
注
有
士
思
癸
、

通
志
氏
族
略
四
有
司
褐
拘
、
而
今
倶
無
之
。
斯
疏
脱
之
譣
也
。
元
序

桀
爲
下
愚
、
學
林
引
表
亦
在
九
等
、
張
晏
謂
田
單
・
魯
仲
連
・
藺
相

如
第
五
、
寺
人
孟
子
第
三
、
史
通
謂
、
陽
處
父
第
四
、
士
會
・
高
漸

離
第
五
、
鄧
三
甥
・
荊
軻
第
六
、
鄧
祁
侯
・
秦
舞
陽
第
七
、
俱
與
今

異
。
斯
紊
次
之
譣
也
。
他
若
標
署
譌
複
、
時
代
乖
違
、
均
由
乎
此
。

（
惟
ふ
に
是
れ
定
む
る
に
三
科
（
上
・
中
・
下
等
）
を
以
て
せ
ば
、

区
分
尚
ほ
易
き
も
、
別
つ
に
九
品
を
以
て
す
れ
ば
、
確
当
す
る
こ
と

難
し
と
為
す
。
毫
釐
の
差
、
誠
に
免
れ
ざ
る
所
な
り
。
而
る
に
屢
し

ば
伝
写
を
経
て
、
紊
脱
尤
も
多
し
。
元
序
に
崇
侯
（
崇
侯
虎
）
有
り
、

張
晏
謂
ふ
に
嫪
毐
有
り
、
宋
『
重
脩
廣
韻
』「
公
」
字
の
注
に
斉
大

夫
公
幹
有
り
、「
士
」
字
の
注
に
士
思
癸
有
り
、『
通
志
』
氏
族
略
四

に
司
褐
拘
有
り
、而
る
に
今
倶
に
之
れ
無
し
。斯
れ
疏
脱
の
譣
な
り
。

元
序
に
桀
を
下
愚
と
為
し
、『
学
林
』引
表
に
も
亦
た
九
等
に
在
り（
現

行
本
で
は
第
八
等
。
以
下
括
弧
内
は
現
行
本
で
の
等
級
）、
張
晏
謂

ふ
に
田
単
・
魯
仲
連
・
藺
相
如
は
第
五
（
田
は
第
四
等
、
魯
・
藺
は

第
二
等
）、
寺
人
孟
子
は
第
三
（
第
四
等
）、『
史
通
』
謂
ふ
に
、
陽

処
父
は
第
四
（
第
三
等
）、
士
会
・
高
漸
離
は
第
五
（
そ
れ
ぞ
れ
第

四
等
、
第
五
等
）、
鄧
の
三
甥
・
荊
軻
は
第
六
（
四
部
叢
刊
本
・『
史

通
通
釋
』の
原
注
は
そ
れ
ぞ
れ
第
六
等
、第
五
等
と
す
る
）、鄧
祁
侯
・

秦
舞
陽
は
第
七
（
と
も
に
第
六
等
）、
俱
に
今
と
異
な
る
。
斯
れ
次

を
紊
せ
る
の
譣
な
り
。
他
の
標
署
譌
複
し
、
時
代
乖
違
す
る
が
若
き

は
、
均
し
く
此
に
由
る
。）

と
、
九
等
に
分
か
つ
難
し
さ
と
、
伝
写
の
繰
り
返
し
に
よ
る
人
物
の
配
等

の
乱
れ
や
脱
落
、
重
複
の
多
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
梁
氏
の
序
で
の
指
摘

は
、人
表
に
載
せ
る
人
物
す
べ
て
の
考
証
を
経
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

尊
重
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

現
代
の
人
表
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
専
一
的
に
な
さ
れ
た
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も
の
が
少
な
い
。
吉
本
道
雅
氏
は
、
人
表
の
総
合
的
理
解
は
、
人
物
の
評

価
を
表
す
等
級
だ
け
で
な
く
、
従
来
殆
ど
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

行
（
活
動
時
期
）
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
春
秋
期
の

各
国
諸
侯
や
『
左
傳
』
主
要
事
件
の
登
場
人
物
を
中
心
に
検
討
し
て
、
多

く
の
不
適
切
な
配
置
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
人
表
の
制
作
背
景
に
、
一

群
の
人
物
の
羅
列
か
ら
関
連
す
る
文
献
の
記
述
を
想
起
で
き
る
だ
け
の

「
古
典
的
教
養
の
浸
透
」
が
あ
り
、
そ
の
目
的
を
「
上
古
～
秦
の
歴
史
を

暗
喩
的
に
「
記
述
」
す
る
こ
と
で
、『
史
記
』
の
超
克
を
試
み
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
」
と
す
る（
４
）。

ま
た
、
渡
邉
義
浩
氏
は
、
人
表
を
、「
董
仲
舒

學
派
の
性
三
品
説
に
基
づ
き
人
物
を
九
等
に
分
類
」
し
た
も
の
で
あ
る
と

す
る（
５
）。

　

人
表
に
つ
い
て
の
専
一
研
究
は
、
中
国
で
盛
ん
で
あ
る
（
最
後
に
主
要

研
究
一
覧
を
附
す
）。
諸
研
究
の
多
く
は
基
本
的
に
、
人
表
の
全
部
ま
た

は
概
要
を
班
固
自
身
が
制
作
し
た
立
場
を
と
り
、
そ
の
特
徴
を
論
じ
て
い

る
。
例
え
ば
丁
毅
華
氏
は
、
人
表
を
、
今
を
詳
説
し
古
を
略
説
す
る
『
史

記
』
の
欠
を
補
う
べ
く
班
固
が
設
計
し
、
漢
以
前
の
歴
史
を
研
究
し
た
末

に
で
き
あ
が
っ
た
人
物
資
料
の
結
晶
で
あ
る
と
し
、
人
物
の
選
択
と
位
列

の
特
色
と
し
て
、
尊
卑
貴
賤
に
と
ら
わ
れ
な
い
点
、
当
時
の
男
尊
女
卑
の

風
潮
の
中
で
比
較
的
女
性
へ
も
評
価
を
与
え
て
い
る
点
、
聖
賢
の
師
を
高

く
評
す
る
点
、
尊
孔
崇
儒
を
挙
げ
、
ま
た
、『
白
虎
通
』
で
は
強
烈
な
神

学
傾
向
が
表
れ
て
い
る
が
、
人
表
で
は
、
神
・
人
の
別
が
な
い
と
指
摘
す

る（
６
）。

ま
た
王
緒
福
氏
は
、
人
表
に
載
せ
る
人
物
を
帝
王
、
諸
侯
、
列
女
、

逸
民
、
諸
子
文
学
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
上
で
、
人
表
の
人
物
重
視
の
立

場
と
、『
列
女
傳
』『
説
苑
』『
新
序
』
に
見
え
る
人
物
の
位
列
が
、
劉
向

の
相
応
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
班
固
が
劉
向
の
折
衷
主
義

（
天
人
感
応
・
君
権
神
授
に
代
表
さ
れ
る
神
秘
主
義
と
人
為
を
重
ん
じ
る

道
徳
主
義
と
の
折
衷
）
を
継
承
し
た
現
れ
で
あ
る
と
す
る
。

　

本
論
考
は
、「
多
く
の
篇
章
か
ら
人
物
を
採
り
、
古
今
を
通
じ
、
九
等

に
次
第
し
て
示
し
た
」
と
い
う
叙
伝
の
記
載
か
ら
、
班
固
が
人
表
を
こ
の

主
旨
の
も
と
設
計
し
て
、『
漢
書
』
全
体
の
構
成
に
加
え
た
点
ま
で
を
確

実
な
も
の
と
し
て
、人
表
を
概
観
し
て
読
み
取
れ
る
点
を
抽
出
し
て
い
く
。

但
し
、
人
物
に
は
位
列
の
錯
誤
や
重
複
、
脱
落
が
疑
わ
れ
る
た
め
、
特
定

個
人
の
位
列
か
ら
速
断
す
る
こ
と
は
避
け
つ
つ
、
以
下
に
論
じ
る
。

第
二
章　

孔
門
の
描
写
と
『
論
語
』
の
影
響

　

人
表
は
、
他
の
七
表
と
同
じ
く
、
表
に
先
立
っ
て
序
を
掲
げ
て
主
旨
を

述
べ
て
い
る
（
以
下
元
序
と
称
す
る
）。
全
文
を
挙
げ
る
。

自
書
契
之
作
、
先
民
可
得
而
聞
者
、
經
傳
所
稱
、
唐
虞
以
上
、
帝
王
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有
號
諡
。
輔
佐
不
可
得
而
稱
矣
、
而
諸
子
頗
言
之
。
雖
不
考
虖
孔
氏
、

然
猶
著
在
篇
籍
、
歸
乎
顯
善
昭
惡
、
勸
戒
後
人
。
故
博
采
焉
。
孔
子

曰
、
若
聖
與
仁
、
則
吾
豈
敢
。
又
曰
、
何
事
於
仁
、
必
也
聖
乎
。
未

知
、
焉
得
仁
。
生
而
知
之
者
、
上
也
。
學
而
知
之
者
、
次
也
。
困
而

學
之
、
又
其
次
也
。
困
而
不
學
、
民
斯
爲
下
矣
。
又
曰
、
中
人
以
上
、

可
以
語
上
也
。
唯
上
智
與
下
愚
不
移
。
傳
曰
、
譬
如
堯
・
舜
、
禹
・
稷
・

卨卨
、
與
之
爲
善
則
行
、
鯀
・
讙
兜
欲
與
爲
惡
則
誅
。
可
與
爲
善
、
不

可
與
爲
惡
、
是
謂
上
智
。
桀
・
紂
、
龍
逢
・
比
干
欲
與
之
爲
善
則
誅
、

于
莘
・
崇
侯
與
之
爲
惡
則
行
。
可
與
爲
惡
、
不
可
與
爲
善
、
是
謂
下

愚
。
齊
桓
公
、
管
仲
相
之
則
霸
、
豎
貂
輔
之
則
亂
。
可
與
爲
善
、
可

與
爲
惡
、
是
謂
中
人
。
因
茲
以
列
九
等
之
序
、
究
極
經
傳
、
繼
世
相

次
、
總
備
古
今
之
略
要
云
。

（
書
契
の
作
ら
れ
し
よ
り
、
先
民
の
得
て
聞
く
べ
き
者
は
、
経
・
伝

に
称
せ
ら
る
所
に
し
て
、
唐
虞
以
上
、
帝
王�

号
諡
有
り
。
輔
佐
せ

し
も
の
は
得
て
称
す
る
べ
か
ら
ざ
る
も
、
諸
子
頗
る
之
を
言
へ
り
。

孔
氏
に
考
へ
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
猶
ほ
著
さ
れ
て
篇
籍
に
在
り
。

善
を
顕
は
し
悪
を
昭
ら
か
に
し
、
後
人
を
勧
戒
す
る
に
帰
す
。
故
に

博
く
焉
を
采
る
。【
第
一
段
】

　

孔
子
曰
は
く
、「
聖
と
仁
と
の
若
き
は
、
則
ち
吾
れ
豈
に
敢
へ
て

せ
ん
。」（
現
行
『
論
語
』
述
而
）
又
曰
は
く
、「
何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
、

必
ず
や
聖
か
。」（
同
、
雍
也
）「
未
だ
知
な
ら
ざ
る
に
、
焉
く
ん
ぞ

仁
な
る
を
得
ん
。」（
同
、
公
冶
長
）「
生
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知

る
者
は
、
上
な
り
。
学
び
て
之
を
知
る
者
は
、
次
な
り
。
困
じ
て
之

を
学
ぶ
は
、
又
其
の
次
な
り
。
困
じ
て
学
ば
ざ
る
、
民
斯
を
下
と
為

す
。」（
同
、
季
氏
）
又
曰
は
く
、「
中
人
以
上
は
、
以
て
上
を
語
る

べ
き
な
り
。」（
同
、雍
也
）「
唯
だ
上
智
と
下
愚
と
は
移
ら
ず
。」（
同
、

陽
貨
）【
第
二
段
】

　

伝
に
曰
は
く
、
譬
へ
ば
堯
・
舜
の
若
き
は
、
禹
・
稷
・
卨卨せ
つ�

之
と

与
に
善
を
為
せ
ば
則
ち
行
は
れ
、
鯀
・
讙
兜�

与
に
悪
を
為
さ
ん
と

欲
す
れ
ば
則
ち
誅
せ
ら
る
。
与
に
善
を
為
す
べ
く
、
与
に
悪
を
為
す

べ
か
ら
ざ
る
、
是
れ
上
智
と
謂
ふ
。
桀
・
紂
は
、
龍
逢
・
比
干�

之

と
与
に
善
を
為
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
則
ち
誅
せ
ら
れ
、
于
莘
・
崇
侯�

之
と
与
に
悪
を
為
せ
ば
則
ち
行
は
る
。
与
に
悪
を
為
す
べ
く
、
与
に

善
を
為
す
べ
か
ら
ざ
る
、
是
れ
下
愚
と
謂
ふ
。
斉
の
桓
公
は
、
管
仲�

之
に
相
た
れ
ば
則
ち
覇
た
り
、
豎
貂�

之
を
輔
く
れ
ば
則
ち
乱
る
。

与
に
善
を
為
す
べ
く
、
与
に
悪
を
為
す
べ
き
、
是
れ
中
人
と
謂
ふ
。

因
り
て
茲
に
以
て
九
等
の
序
を
列
し
、
経
・
伝
を
究
極
し
て
、
世
を

継
ぎ
て
相
ひ
次
し
、
古
今
の
略
要
を
総
備
せ
り
と
云
ふ
。【
第
三
段
】）

　

元
序
は
三
段
に
大
別
で
き
る
。
第
一
段
で
は
帝
王
と
輔
佐
の
臣
を
諸
書
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よ
り
博
採
し
、
善
悪
を
明
ら
か
に
し
て
後
世
を
勧
戒
す
る
と
い
う
本
表
の

目
的
を
示
し
、
第
二
段
で
は
孔
子
言
を
引
い
て
上
・
中
・
下
、
聖
・
仁
・

知
（
智
）
と
い
う
等
級
の
根
拠
を
示
し
、
第
三
段
で
は
伝
（
経
義
の
解
説
）

を
引
い
て
、
人
物
の
上
中
下
の
基
準
を
、
君
主
の
善
悪
と
、
そ
れ
が
輔
佐

の
臣
の
賢
邪
に
左
右
さ
れ
る
か
否
か
と
し
て
定
め
て
い
る
。
孔
子
言
は
い

ず
れ
も
『
論
語
』
に
見
え
る
。
人
表
に
お
い
て
目
を
引
く
も
の
の
一
つ
が
、

孔
子
門
下
や
『
論
語
』
登
場
人
物
の
多
さ
で
あ
り
、
四
つ
の
視
点
で
図
示

し
て
み
た
。

　

別
表
１
は
、
人
表
に
見
え
る
孔
子
門
下
の
一
覧
で
あ
る（
７
）。

孔
子
の
弟
子

で
あ
る
か
の
基
準
は
、
34
「
琴
牢
」
を
除
い
て
、『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列

傳
に
登
場
す
る
弟
子
と
し
、「
琴
牢
」
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
子
罕
七
章（
８
）

に
見
え
る
「
牢
」
が
該
当
す
る
と
見
な
し
、
集
解
の
引
く
鄭
玄
説
が
弟
子

と
す
る
の
に
従
っ
た
。
最
初
に
掲
げ
る
十
名
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
先
進

三
章
に
挙
げ
ら
れ
る
十
哲
で
、
表
記
・
順
序
も
同
じ
。
徳
行
の
四
名
を
第

二
等
（
上
中
・
仁
人
）、
他
三
科
の
六
名
を
第
三
等
（
上
下
・
智
人
）
と

す
る
。
以
下
の
二
十
五
名
は
、
第
四
等
の
四
人
を
除
い
て
す
べ
て
第
三
等

で
、
門
人
の
大
半
は
上
に
属
す
る
。
別
表
２
は
、
人
表
と
仲
尼
弟
子
列
傳

と
の
関
係
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
が
「
年
齢
が
知
ら
れ
て
名
も

あ
り
、
孔
子
か
ら
業
を
受
け
て
書
伝
に
見
え
る
」
者
と
し
た
公
孫
龍
（
子

石
）
ま
で
の
三
十
五
名
中
、
三
十
一
名
が
掲
載
さ
れ
、「
年
齢
不
明
で
、

事
績
も
書
伝
に
見
え
な
い
」
四
十
二
名
か
ら
も
二
名
が
採
ら
れ
て
、
人
表

が
、
事
績
が
わ
か
り
配
等
で
き
る
孔
子
の
弟
子
を
極
力
録
し
た
こ
と
が
窺

え
る
。但
し
、別
表
１
・
２
を
対
照
す
る
と
、弟
子
の
配
置
順
に
つ
い
て
は
、

孔
子
と
の
年
齢
差
や
、
仲
尼
弟
子
列
傳
で
の
掲
載
順
と
の
関
連
は
見
え
な

い
。

　

ま
た
、別
表
３
・
４
は
、弟
子
以
外
の
孔
子
を
と
り
ま
く
関
係
者
を
、『
史

記
』
孔
子
世
家
と
『
論
語
』
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る（
９
）。
君
主
や
卿
大

夫
は
も
ち
ろ
ん
、
別
表
「
達
巷
党
の
人
」「
匡
人
」「
蕢
を
荷
ひ
て
孔
氏
の

門
を
過
ぐ
る
者
」と
い
っ
た
個
人
を
特
定
で
き
な
い
者
や
、「
闕
党
の
童
子
」

に
至
る
ま
で
、
人
表
に
は
大
半
の
登
場
人
物
が
拾
わ
れ
、
配
等
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
孔
子
世
家
に
載
せ
る
孔
子
の
子
孫
た
ち
も
、

子
思
の
ほ
か
に
孔
穿
・
孔
鮒
・
孔
襄
が
掲
載
さ
れ
、
最
後
の
孔
襄
は
孔
子

世
家
に
「
嘗
て
孝
恵
皇
帝
の
博
士
と
為
り
、
遷
り
て
長
沙
太
守
と
為
る
」

と
記
す
た
め
、
人
表
中
唯
一
の
漢
人
で
あ
る
と
言
え
る
。
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別表１　『漢書』古今人表所載の孔子門下
No. 人物（人表表記） 孔子年少 位列 百衲本配置 備考
０ 仲尼 ─ 第一等 27b09
１ 宰我 第三等 27b11 十哲（言語）
２ 子貢 −31 第三等 27b13 十哲（言語）
３ 顏淵 −30 第二等 27b15 十哲（德行）
４ 冉有 −29 第三等 27b15 十哲（政事）
５ 閔子騫 −15 第二等 28a02 十哲（德行）
６ 季路 −９ 第三等 28a02 十哲（政事）
７ 子游 −45 第三等 28a04 十哲（文學）
８ 冉伯牛 第二等 28a05 十哲（德行）
９ 子夏 −44 第三等 28a06 十哲（文學）
10 仲弓 第二等 28a08 十哲（德行）
11 曾子 −46 第三等 28a08
12 子張 −48 第三等 28a10
13 曾晳 第三等 28a12
14 子賤 −30 第三等 28a14
15 南容 第三等 28b01
16 公冶長 第三等 28b04
17 公西華 第三等 28b06
18 有若 第三等 28b08
19 漆雕啓 第三等 28b09
20 澹臺滅明 −39 第三等 28b11
21 樊遲 −36 第三等 28b15
22 巫馬期 −30 第三等 29a01
23 司馬牛 第三等 29a03
24 子羔 −30 第三等 29a05
25 公伯寮 第四等 29a06
26 原憲 第三等 29a06
27 顏路 第三等 29a07
28 公肩子 第四等 29a07
29 商瞿 −29 第三等 29a08
30 季次 第三等 29a10
31 子石 第四等 29a10
32 公良 第三等 29a11
33 顏刻 第三等 29a14
34 （琴牢） 第四等 29a14
35 顏柳 第三等 33b5

※「孔子年少」は、『史記』仲尼弟子列傳が記す、孔子との年齢差。
※「百衲本配置」の記号は葉─行（半葉あたり15行）を示す。
　　例えば仲尼の「27b09」は、27葉裏９行目の意。
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No. 人物 孔子年少 人表No. 人表表記 位列 百衲本配置 論語 備考
0 仲尼 ─ 0 仲尼 第一等 27b09 ○
1 顏回（子淵） −30 3 顏淵 第二等 27b15 ○
2 閔損（子騫） −15 5 閔子騫 第二等 28a02 ○
3 冉耕（伯牛） 8 冉伯牛 第二等 28a05 ○
4 冉雍（仲弓） 10 仲弓 第二等 28a08 ○
5 冉求（子有） −29 4 冉有 第三等 27b15 ○
6 仲由（子路） −9 6 季路 第三等 28a02 ○
7 宰予（子我） 1 宰我 第三等 27b11 ○
8 端木賜（子貢） −31 2 子貢 第三等 27b13 ○
9 言偃（子游） −45 7 子游 第三等 28a04 ○
10 卜商（子夏） −44 9 子夏 第三等 28a06 ○
11 顓孫師（子張） −48 12 子張 第三等 28a10 ○
12 曾參（子輿） −46 11 曾子 第三等 28a08 ○
13 澹臺滅明（子羽） −39 20 澹臺滅明 第三等 28b11 ○
14 宓子齊（子賤） −30 14 子賤 第三等 28a14 ○
15 原憲（子思） 26 原憲 第三等 29a06 ○
16 公冶長（子長） 16 公冶長 第三等 28b04 ○
17 南宮括（子容） 15 南容 第三等 28b01 ○
18 公皙哀（季次） 30 季次 第三等 29a10 ×
19 曾 （皙） 13 曾晳 第三等 28a12 ○
20 顏無繇（路） 27 顏路 第三等 29a07 ○
21 商瞿（子木） −29 29 商瞿 第三等 29a08 ×
22 高柴（子羔） −30 24 子羔 第三等 29a05 ○
23 漆雕開（子開） 19 漆雕啓 第三等 28b09 ○
24 公伯繚（子周） 25 公伯寮 第四等 29a06 ○
25 司馬耕（子牛） 23 司馬牛 第三等 29a03 ○
26 樊須（子遲） −36 21 樊遲 第三等 28b15 ○
27 有若 −43 18 有若 第三等 28b08 ○
28 公西赤（子華） −42 17 公西華 第三等 28b06 ○
29 巫馬施（子旗） −30 22 巫馬期 第三等 29a01 ○
30 梁鱣（叔魚） −29 − - - - ×
31 顏幸（子柳） −46 35 顏柳 第三等 33b5 × ※『禮記』檀弓下に記述あり
32 冉孺（子魯） −50 − - - - ×
33 曹卹（子循） −50 − - - - ×
34 伯虔（子析） −50 − - - - ×
35 公孫龍（子石） −53 31 子石 第四等 29a10 × ※『説苑』難言に記述あり
36 冉季（子產） − - - - ×
37 公祖句茲（子之） − - - - ×
38 秦祖（子南） − - - - ×
39 漆雕哆（子斂） − - - - ×
40 顏高（子驕） − - - - ×
41 漆雕徒父 − - - - ×
42 壤駟赤（子徒） − - - - ×
43 商澤 − - - - ×
44 石作蜀（子明） − - - - ×
45 任不齊（選） − - - - ×
46 公良孺（子正） 32 公良 第三等 29a11 × ※孔子世家に記述あり
47 后處（子裏） − - - - ×

別表２　『史記』仲尼弟子列傳所載の孔子門下と人表掲載
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No. 人物 孔子年少 人表No. 人表表記 位列 百衲本配置 論語 備考
48 秦冉（開） − - - - ×
49 公夏首（乘） − - - - ×
50 奚容箴（子皙） − - - - ×
51 公肩定（子中） 28 公肩子 第四等 29a07 × ※『春秋繁露』兪序に記述あり
52 顏祖（襄） − - - - ×
53 鄡鄡單（子家） − - - - ×
54 句井疆 − - - - ×
55 罕父黑（子索） − - - - ×
56 秦商（子丕） − - - - ×
57 申黨（周） − - - - ×
58 顏之仆（叔） − - - - ×
59 榮旂（子祈） − - - - ×
60 縣成（子祺） − - - - ×
61 左人郢（行） − - - - ×
62 燕伋（思） − - - - ×
63 鄭國（子徒） − - - - ×
64 秦非（子之） − - - - ×
65 施之常（子恆） − - - - ×
66 顏噲（子聲） − - - - ×
67 步叔乘（子車） − - - - ×
68 原亢籍 − - - - ×
69 樂欬（子聲） − - - - ×
70 廉絜（庸） − - - - ×
71 叔仲會（子期） − - - - ×
72 顏何（冉） − - - - ×
73 狄黑（皙） − - - - ×
74 邦巽（子斂） − - - - ×
75 孔忠 − - - - ×
76 公西輿如（子上） − - - - ×
77 公西葴（子上） − - - - ×

※「人物」には仲尼弟子列傳所載の姓名、括弧内に字を記し、「人表表記」と比較できるようにした。
※「人表No.」は別表１での番号、「論語」は、『論語』掲載の有無を示す。

別表２　『史記』仲尼弟子列傳所載の孔子門下と人表掲載（続き）
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別表３　『史記』孔子世家所載の人物と人表掲載（仲尼弟子列傳所載弟子以外）
No. 人物 人表表記 等級 百衲本配置 論語 備考
1 孔防叔 宋方叔 第三等 23a15 ×
2 伯夏 宋伯夏 第四等 23b09 ×
3 叔梁紇 第六等 26a04 ×
4 顏氏女 ─ ─ ─ ×
5 孟釐子 孟釐子 第四等 28a14 ○
6 （孟）懿子 孟懿子 第四等 28b02 ○
7 南宮敬叔 南宮敬叔 第四等 28b04 ○
8 老子 老子 第四等 28b09 ×
9 齊景公 齊景公杵臼 第六等 28b13 ○
10 晏嬰 晏平仲 第二等 27b06 ○
11 公山不狃 公山不狃 第八等 33b04 ○
12 少正卯 ─ ─ ─ ×
13 師已 魯師已 第五等 29b12 × ※師己（第四等33a14）もあり
14 顏濁鄒 顏燭雛 第五等 31a09 ×
15 顏刻 顏刻 第三等 29a14 ×
16 蘧伯玉 蘧伯玉 第二等 27a15 ○
17 南子 南子 第九等 30a12 ○
18 桓魋 宋桓魋 第七等 33b05 ○
19 司城貞子 陳司城貞子 第五等 31a06 ×
20 公良孺 公良 第三等 29a11 ×
21 衞靈公 衞靈公元 第九等 30a09 ○
22 佛肸 茀肸 第八等 33a15 ○
23 荷蕢而過門者 何蕢 第四等 33a01 ○
24 師襄子 師襄子 第四等 33a09 ×
25 季桓子 季桓子 第九等 30b13 ○
26 季康子 季康子 第六等 33b13 ○
27 公之魚 公之魚 第七等 33b01 ×
28 葉公 葉公子高 第三等 32a09 ○
29 長沮 長沮 第四等 32b09 ○
30 桀溺 桀溺 第四等 32b12 ○
31 荷蓧丈人 丈人 第四等 32b14 ○
32 楚令尹子西 楚子西 第四等 30a03 ×
33 楚狂接輿 楚狂接輿 第四等 33a04 ○
34 太宰嚭 太宰嚭 第九等 34a01 ○
35 魯大師 魯太師 第五等 32b04 ○
36 達巷黨人 達巷黨人 第三等 32b08 ○
37 牢 （琴牢） 第四等 29a14 ○
38 （孔）鯉（伯魚） ─ ─ ─ ○ 馬驌「伯魚宜しく載すべし。」
39 （孔）伋（子思） 子思 第二等 35b07 ×
40 （孔）白（子上） ─ ─ ─ ×
41 （孔）求（子家） ─ ─ ─ ×
42 （孔）箕（子京） ─ ─ ─ ×
43 （孔）穿（子高） 孔穿 第四等 39a01 × 子思玄孫
44 子愼 ─ ─ ─ ×
45 （孔）鮒 孔鮒 第五等 40b04 × 孔穿孫
46 孔襄 孔襄 第三等 40b05 × 孔鮒弟子。惠帝の博士
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No. 人物 初出 人表表記 等級 百衲本配置 備考

1 陳亢（子禽） 學而10 陳亢 第五等 32b09 ※�別に陳子禽（第四等33a06）・陳子亢（第
六等33a15）有り

2 孟懿子 爲政５ 孟懿子 第四等 28b02
3 孟武伯 爲政６ ─ ─ ─
4 哀公 爲政19 魯哀公 第七等 31b14
5 季康子 爲政20 季康子 第六等 30b13
6 林放 八佾４ 林放 第五等 32b15
7 王孫賈 八佾13 王孫賈 第四等 30b07
8 定公 八佾19 魯定公 第八等 30a15

9 ※管仲 八佾22 管仲 第二等 - ※�百衲本に見えず、中華書局点校本
二十四史に拠る

10 魯大師 八佾23 魯太師 第五等 32b04
11 儀封人 八佾24 儀封人 第四等 32b06
12 申棖 公冶長11 申棖 第五等 33a13

13 ※孔文子（孔圉） 公冶長15 中叔圉※ 第四等 30b02 ※�梁玉繩による。錢大昕は「孔文子（第
七等32b01）」を仲叔圉のこととする

14 ※子產（公孫僑） 公冶長16 鄭子產 第二等 27b04
15 ※晏平仲（晏嬰） 公冶長17 晏平仲 第二等 27b06

16 ※臧文仲 公冶長18（臧文仲）※（第三等） 27b08 ※�配置時期が合わず、馬驌・錢大昕・梁
玉繩ともに臧武仲のこととする

17 ※令尹子文 公冶長19 令尹子文 第三等 23b14
18 ※季文子 公冶長20 魯季文子 第三等 27a02
19 ※寗武子 公冶長21 寗武子 第二等 22a15
20 ※伯夷 公冶長23 伯夷 第二等 11b06 ※逸民
21 ※叔齊 公冶長23 叔齊 第二等 11b07 ※逸民
22 ※微生高 公冶長24 ─ ─ ─
23 ※左丘明 公冶長25 左丘明 第二等 27b12
24 ※子桑伯子 雍也２ 子桑子※ 第五等 37a05 ※時期がそぐわない指摘複数
25 ※孟之反 雍也15 孟之反 第三等 33a09
26 ※祝鮀 雍也16 祝侘 第四等 30b04
27 ※宋朝 雍也16 宋朝 第九等 30b02
28 南子 雍也28 南子 第九等 30a12

29 ※堯 雍也30 陶唐氏※ 第一等 06a07 ※�百衲本は「帝堯陶唐氏」。点校本校勘
記は他本により補う

30 ※舜 雍也30 帝舜有虞氏 第一等 07b02
31 ※老彭 述而１ 老彭 第三等 09b04
32 ※周公（周公旦） 述而５ 周公 第一等 13a14
33 ※衞君（出公輒） 述而14 衞出公輒 第八等 32b01
34 葉公（子高） 述而18 葉公子高 第三等 32a10
35 ※桓魋 述而22 宋桓魋 第七等 33b05
36 互鄕の童子 述而28 互鄕童子 第八等 33a12
37 陳司敗 述而30 陳司敗 第五等 33a04
38 ※泰伯 泰伯１ 太伯 第二等 11a08
39 孟敬子 泰伯４ ─ ─ ─

40 ※師摯 泰伯15 太師摯 第三等 11b08 ※�魯太師（第五等32b04）と太師摯との
可能性あり

41 ※禹 泰伯18 帝禹夏后氏 第一等 08a04
42 ※武王（周武王） 泰伯20 武王 第一等 12a11
43 達巷黨人 子罕２ 達巷黨人 第三等 32b08
44 匡人 子罕５ 匡人 第七等 33b08

別表４　『論語』登場人物と人表掲載（『史記』仲尼弟子列傳所載以外）
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No. 人物 初出 人表表記 等級 百衲本配置 備考

45 太宰 子罕６ 太宰嚭※ 第九等 34a01
※�唐寫本鄭氏注「太宰、呉大夫、名嚭。」
集解「孔安國曰、太宰、大夫官名也。
或呉或宋、未可分也。」

46 牢 子罕７ （琴牢） 第四等 29a14
47 鯉（伯魚） 先進８ ─ ─ ─
48 季子然 先進24 ─ ─ ─
49 棘子成（棘子城） 顏淵８ 革子戚 第七等 33a04
50 齊景公 顏淵11 齊景公杵臼 第六等 28b13

51 ※衞公子荊 子路８ 衞公子荊 第四等 27b02 ※�鄭注は南宮敬叔（第四等28b04）のこ
ととする

52 南宮适 憲問６ 南宮适 第二等 12b04
53 ※卑諶 憲問９ 鄭卑諶 第四等 27b09 ※梁玉繩・翟云升、世叔に比定す
54 ※世叔 憲問９ 子大叔 第四等 28a02
55 ※行人子羽 憲問９ 行人子羽 第四等 27b13
56 ※子西 憲問10 楚子西 第四等 30a03
57 ※孟公綽 憲問12 ─ ─ ─
58 ※臧武仲 憲問13 臧文仲※ 第三等 27b08 ※No.16臧文仲を参照
59 ※卞莊子 憲問13 卞嚴子 第三等 27b05
60 ※公叔文子 憲問14 公叔文子 第四等 30a14
61 公明賈 憲問14 公明賈 第五等 32b07
62 ※晉文公 憲問16 晉文公 第四等 22a14
63 ※齊桓公 憲問16 齊桓公小白 第五等 19b15
64 ※大夫僎 憲問19 大夫選 第五等 31a04
65 衞靈公 憲問20 衞靈公元 第九等 30a09
66 陳恆（陳成子） 憲問22 田恆 第八等 32a07
67 蘧伯玉 憲問26 蘧伯玉 第二等 923
68 微生畝 憲問34 ─ ─ ─
69 子服景伯 憲問38 子服景伯 第五等 32b12
70 荷蕢而過孔氏之門者 憲問41 何蕢 第四等 33a01
71 高宗（殷武丁） 憲問42 武丁 第二等 10b12
72 原壤 憲問45 原壤 第八等 33a01
73 闕黨童子 憲問46 厥黨童子 第七等 32b15
74 ※史魚（史鰌） 衞靈公７ 史魚 第四等 30b12
75 柳下惠（展禽） 衞靈公14 ─ ─ ─ ※逸民。馬驌は「當在仁智之列」とする
76 師冕 衞靈公42 師冕 第五等 33a14
77 ※周任 季氏１ 周任 第三等 12b05
78 陽貨（陽虎） 陽貨１ 陽虎 第九等 33a08
79 公山不擾 陽貨５ 公山不狃 第八等 33b04
80 陽貨７ 第八等 33a15
81 孺悲 陽貨20 ─ ─ ─
82 ※微子 微子１ 微子 第二等 11b01 ※殷の三仁
83 ※箕子 微子１ 箕子 第二等 11b02 ※殷の三仁
84 ※比干 微子１ 比干 第二等 11b04 ※殷の三仁
85 ※季桓子 微子４ 季桓子 第九等 30b13
86 楚狂接輿 微子５ 楚狂接輿 第四等 33a04
87 長沮 微子６ 長沮 第四等 32b09
88 桀溺 微子６ 桀溺 第四等 32b12
89 丈人以杖荷蓧 微子７ 丈人 第四等 32b14
90 ※虞仲（仲雍） 微子８ 中雍 第二等 11a10 ※逸民

別表４　『論語』登場人物と人表掲載（『史記』仲尼弟子列傳所載以外）（続き）
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No. 人物 初出 人表表記 等級 百衲本配置 備考
91 ※夷逸 微子８ ─ ─ ─ ※逸民
92 ※朱張 微子８ 朱張 第二等 32b10 ※逸民
93 ※少連 微子８ 少連 第二等 32b13 ※逸民
94 ※亞飯干 微子９ 亞飯干 第三等 11b09
95 ※三飯繚 微子９ 三飯繚 第三等 11b12
96 ※四飯缼 微子９ 四飯缼 第三等 11b15
97 ※鼓方叔 微子９ 鼓方叔 第三等 12a01
98 ※播鼗武 微子９ 播鞉武 第三等 12a02
99 ※少師陽 微子９ 少師陽 第三等 12a04
100 ※擊磬襄 微子９ 擊磬襄 第三等 12a05
101 ※魯公（伯禽） 微子10 魯公伯禽 第四等 13a12
102 ※伯達 微子11 伯達 第四等 12a06 ※周の八士
103 ※伯适 微子11 伯适 第四等 12a07 ※周の八士
104 ※仲突 微子11 中突 第四等 12a10 ※周の八士
105 ※仲忽 微子11 中曶曶 第四等 12a11 ※周の八士
106 ※叔夜 微子11 叔夜 第四等 12a14 ※周の八士
107 ※叔夏 微子11 叔夏 第四等 12a15 ※周の八士
108 ※季隨 微子11 季隨 第四等 12b01 ※周の八士
109 ※季騧 微子11 季騧 第四等 12b02 ※周の八士
110 ※陽膚 子張19 陽膚 第五等 33a08
111 ※紂 子張20 辛 第九等 11b01
112 衞公孫朝 子張22 衞公孫朝 第八等 33a04
113 ※叔孫武叔 子張23 叔孫武叔 第八等 33a02

※ 人物中の「※」は、評価での言及など、直接登場しない人物。但し、当該章で評価される人物の行事を説明す
る上で登場する人物については除外した。

※「初出」は、その人物の『論語』における初出の篇・章を示す。

別表４　『論語』登場人物と人表掲載（『史記』仲尼弟子列傳所載以外）（続き）
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後
の
顔
丁
（
善
く
喪
に
居
る
と
称
さ
れ
る
）・

周
豊
（
哀
公
に
禮
義
・
忠
信
・
誠
愨
を
以
て
民
に
臨
む
よ
う
述
べ
る
）

も
檀
弓
下
に
在
っ
て
と
も
に
第
三
等
で
あ
る
か
ら
、
孔
子
門
下
と
し

て
よ
り
檀
弓
篇
の
関
連
人
物
（
人
表
中
に
多
く
含
ま
れ
る
）
と
し
て

の
位
置
づ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
論
語
』
を
誦
読
し
た
者
で
あ
れ
ば
、
人
表
の
こ
れ
ら
一
群
を
目
に
し

た
と
き
、
た
だ
ち
に
『
論
語
』
と
い
う
典
籍
と
、
そ
の
人
物
た
ち
の
言
葉

や
事
績
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
前
掲
吉
本
氏
は
、
人
表
春
秋
部
分
の
人

物
の
排
列
を
詳
細
に
分
析
し
て
、
登
場
人
物
が
『
史
記
』
に
比
し
て
圧
倒

的
に
多
く
、
多
く
の
人
物
の
背
景
に
は
豊
富
な
史
実
が
あ
っ
て
、
そ
の
豊

富
さ
を
『
左
傳
』
が
支
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た（
９
）。

こ
の
こ
と
は
『
左

傳
』
に
止
ま
ら
ず
、
人
表
の
堯
舜
の
部
分
を
見
れ
ば
『
尚
書
』
の
内
容
が

想
起
さ
れ
、
文
王
（
第
一
等
）
と
大
姒
（
第
二
等
）
が
併
置
さ
れ
て
い
る

（
12
ａ
11
・
12
）
の
を
見
れ
ば
『
詩
』
が
想
起
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
人
表
は
、
大
ま
か
な

0

0

0

0

時
間
軸
に
、
関
連
す
る
人
物
を
近

接
し
て
載
せ
、「
群
」
と
し
て
示
す
こ
と
で
、
人
物
の
羅
列
を
超
え
て
、

人
物
に
と
も
な
う
事
績
や
、
人
物
に
つ
い
て
記
し
た
典
籍
を
も
表
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
群
」
に
よ
る
視
覚
的
効
果
は
、
劉
知
幾
の
指
摘
に
従
っ
て
表
を

や
め
て
等
級
ご
と
に
配
置
し
た
り
、
あ
る
い
は
各
人
物
の
注
釈
を
増
し
て

人
物
ど
う
し
が
離
れ
た
り
す
る
と
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
事
や
書
を
も
暗
示

す
る
た
め
に
は
、
最
小
限
の
注
釈
に
と
ど
め
た
人
物
一
覧
と
い
う
人
表
の

形
式
は
、
む
し
ろ
最
適
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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第
四
章　
『
論
語
』
の
重
視
と
そ
の
影
響

　

さ
て
、
人
表
中
の
人
物
あ
る
い
は
「
群
」
の
「
出
典
」
と
し
て
顕
著
な

も
の
と
し
て
は
、『
尚
書
』・『
左
傳
』・『
論
語
』・『
禮
記
』
檀
弓
篇
が
挙

げ
ら
れ
る
。『
左
傳
』
は
紀
事
主
体
の
書
で
あ
り
、『
論
語
』
に
は
多
く
の

弟
子
と
周
辺
の
人
物
、
あ
る
い
は
孔
子
が
評
し
た
古
の
人
物
が
収
め
ら
れ

る
か
ら
、
人
表
を
企
図
し
た
時
点
で
、
恣
意
的
に
こ
れ
ら
の
人
物
を
除
か

な
い
か
ぎ
り
、『
左
傳
』・『
論
語
』
の
要
素
が
大
き
く
な
る
の
は
自
明
で

あ
る
。
こ
れ
は
班
固
自
身
が
恐
ら
く
自
覚
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
し）
（1
（

、
多
く

の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
劉
向
・
劉
歆
父
子
の
影
響）
（（
（

が
、
そ
の
背
景
に
は

あ
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
人
表
が
元
序
と
掲
載
人
物
で
『
論
語
』
を
強
調
し

た
こ
と
は
、
聖
人
孔
子
を
冠
す
る
そ
の
書
の
価
値
観
に
も
制
約
さ
れ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

別
表
４
を
見
る
と
、『
論
語
』
で
孔
子
が
、
言
動
に
よ
っ
て
褒
貶
を
表

し
た
人
物
は
、
基
本
的
に
人
表
の
配
等
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
微
子
篇
に
集
中
す
る
人
物
群
も
、「
逸
民
」
で
不
掲
載

の
夷
逸
・
柳
下
恵
を
除
き
、
各
章
で
列
挙
さ
れ
る
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

位
列
で
、
人
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
微
子
篇
に
は
隠
者
が
多
く
見
え
、

夙
に
老
荘
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
お
り）
（1
（

、
特
に
、
一
章
で
、
紂
の
も
と
を

去
っ
た
微
子
、
佯
狂
し
て
奴
と
な
っ
た
箕
子
、
留
ま
っ
て
諫
を
や
め
ず
殺

さ
れ
た
比
干
の
「
三
仁
」
と
、
八
章
の
伯
夷
・
叔
齊
・
虞
仲
・
夷
逸
・
朱

張
・
柳
下
恵
（
展
禽
）・
少
連
の
「
逸
民
」
の
う
ち
五
名
を
（
前
述
の
と

お
り
夷
逸
・
柳
下
恵
は
不
掲
載
）、ひ
と
し
く
第
二
等
仁
人
と
し
た
こ
と
で
、

乱
世
乱
邦
に
お
い
て
は
為
政
の
場
に
止
ま
る
こ
と
が
必
ず
し
も
重
視
さ
れ

ず
、
隠
者
を
高
く
評
す
る
傾
向
を
生
じ
て
い
る
。
人
表
に
は
『
論
語
』
以

外
で
も
、
楚
君
へ
諫
諍
を
続
け
、
放
逐
さ
れ
て
な
お
楚
を
憂
え
る
屈
原

（
38
ａ
09
）
と
、
そ
の
屈
原
に
、
濁
世
に
順
応
し
た
生
き
方
を
説
い
た
漁

父
（
38
ａ
13
）
と
が
第
二
等
に
並
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
典
型
的
な
例
で

あ
ろ
う
。第

五
章　

聖
人
の
評
価
に
つ
い
て

　

前
掲
し
た
人
表
・
元
序
に
は
、
九
等
評
価
の
基
準
と
し
て
、
上
智
と
下

愚
、
中
人
（
中
中
）
と
い
う
、
最
上
位
と
最
下
位
、
中
央
に
つ
い
て
明
示

さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
上
三
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
聖
・
仁
・
智
の
規
定

が
あ
る
か
ら
、
人
表
の
配
等
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
最
上
位
の
聖
人
に
誰

を
充
て
る
か
、と
い
う
よ
り
も
、諸
書
か
ら
容
易
に
抽
出
さ
れ
る
聖
人「
候

補
」
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で
を
聖
人
と
す
る
か
が
、
仁
人
以
下
の
配
等
に
も

影
響
を
与
え
る
焦
点
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
人
表
を
読
む
者
に
と
っ
て
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も
、
聖
人
の
範
疇
は
大
き
な
注
目
点
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

現
行
の
人
表
で
は
、
第
一
等
聖
人
は
、
次
の
十
四
名
で
あ
る
。

①
太
昊
帝
宓
羲
氏　

②
炎
帝
神
農
氏　

③
黃
帝
軒
轅
氏　

④
少
昊
帝

金
天
氏　

⑤
顓
頊
帝
高
陽
氏　

⑥
帝
嚳
高
辛
氏　

⑦
〔
帝
堯
〕
陶
唐

氏　

⑧
帝
舜
有
虞
氏　

⑨
帝
禹
夏
后
氏　

⑩
帝
唐
殷
商
氏　

⑪
文
王

周
氏　

⑫
武
王　

⑬
周
公　

⑭
仲
尼

　
『
漢
書
』成
書
当
時
、聖
人
・
聖
王
の
内
訳
は
未
だ
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
楚
元
王
傳
、
劉
向
の
成
帝
へ
の
上
奏
文
（
陵
墓
造

営
奢
侈
に
対
す
る
諫
奏
）
に
は
、「
唯
陛
下
上
覽
明
聖
黃
帝
・
堯
・
舜
・
禹
・

湯
・
文
・
武
・
周
公
・
仲
尼
之
制
」
の
語
が
見
え
、
王
莽
傳
中
の
策
命
に

は
、「
帝
王
之
道
、
相
因
而
通
、
盛
德
之
祚
、
百
世
享
祀
。
予
惟
黃
帝
・

帝
少
昊
・
帝
顓
頊
・
帝
嚳
・
帝
堯
・
帝
舜
・
帝
夏
禹
・
皋
陶
・
伊
尹
咸
有

聖
德
」
の
語
が
あ
る
。

　

ま
た
、
章
帝
の
建
初
四
年
（
七
九
年
）
に
挙
行
さ
れ
た
白
虎
観
で
の
議

論
を
班
固
が
ま
と
め
た
『
白
虎
通
』
の
聖
人
篇
で
は
、「
何
以
知
帝
王
聖

人
也
。
易
曰
、「
古
者
伏
羲
氏
之
王
天
下
也
」、「
於
是
始
作
八
卦
」。
又
曰
、

「
伏
羲
氏
沒
、
神
農
氏
作
」、「
神
農
沒
、
黃
帝
・
堯
・
舜
氏
作
」。
文
俱

言
「
作
」、
明
皆
聖
人
也
。
論
語
曰
、「
聖
乎
堯
舜
、
其
由
病
諸
。」」
と
、

『
易
』（
繋
辭
下
傳
・
説
卦
傳
）
に
基
づ
い
て
伏
羲
・
神
農
・
黄
帝
・
堯
・

舜
を
聖
人
と
し
、
次
に
「
何
以
言
禹
・
湯
聖
人
。
論
語
曰
、「
巍
巍
乎
舜
、

禹
之
有
天
下
而
不
與
焉
。」與
舜
比
方
巍
巍
、知
禹
・
湯
聖
人
。春
秋
傳
曰
、

「
湯
以
盛
德
、
故
放
桀
。」」
と
、『
論
語
』・『
春
秋
傳
』（
未
詳
）
に
基
づ

い
て
禹
・
湯
を
聖
人
と
し
、
次
に
「
何
以
言
文
王
・
武
王
・
周
公
皆
聖
人
、

詩
曰
、「
文
王
受
命
。」
非
聖
不
能
受
命
。
易
曰
、「
湯
武
革
命
、
順
乎
天
。」

湯
武
與
文
王
比
方
。
孝
經
曰
、「
則
周
公
其
人
也
。」
下
言
「
夫
聖
人
之
德
、

又
何
以
加
於
孝
乎
。」」
と
、『
詩
』（
文
王
有
聲
）・『
易
』（「
革
」
象
傳
）・

『
孝
經
』（
聖
治
章
）
に
基
づ
い
て
文
王
・
武
王
・
周
公
を
聖
人
と
し
、

次
に
「
何
以
言
皋
陶
聖
人
也
。
以
目
篇
曰
、「
若
稽
古
皋
陶
」。
聖
人
而
能

爲
舜
陳
道
。「
朕
言
惠
可
底
行
。」
又
「
旁
施
象
刑
維
明
」。」
と
、『
尚
書
』

皐
陶
謨
に
基
づ
い
て
皐
陶
を
聖
人
と
し
、
ま
た
、「
聖
人
未
沒
時
、
寧
知

其
聖
乎
。
曰
、
知
之
。
論
語
曰
、「
太
宰
問
子
貢
曰
、
夫
子
聖
者
歟
。
孔

子
曰
、
太
宰
知
我
乎
。」
と
、『
論
語
』
に
基
づ
い
て
孔
子
を
聖
人
と
す
る
。

　

ま
と
め
る
と
、
人
表
以
外
の
『
漢
書
』
の
記
述
か
ら
は
黄
帝
・
少
昊
・

顓
頊
・
嚳
・
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
王
・
武
王
・
周
公
・
孔
子
の
ほ
か
に

皋
陶
・
伊
尹
が
聖
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、『
白
虎
通
』
で
は
伏
羲
・
神
農
・

黄
帝
・
堯
・
舜
・
禹
・
湯
・
文
王
・
武
王
・
周
公
・
孔
子
の
ほ
か
に
や
は

り
皐
陶
が
聖
人
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
聖
人
を
三
皇
五
帝
、
三

代
の
始
祖
た
ち
と
い
う
「
実
際
の
帝
王
」
に
加
え
て
周
公
・
孔
子
に
限
定
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す
る
風
潮
は
、
当
時
ま
だ
主
流
で
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

第
六
章　

人
表
の
整
理
さ
れ
た
聖
人
群
が
意
味
す
る
も
の

　

こ
こ
で
、
人
表
が
掲
げ
る
聖
人
の
最
初
の
二
人
、「
太
昊
帝
宓
羲
氏
」・

「
炎
帝
神
農
氏
」
に
つ
い
て
、『
白
虎
通
』
の
記
述
と
比
較
し
て
み
る
。

　
『
白
虎
通
』
號
篇
で
は
、「
三
皇
」
に
つ
い
て
、
伏
羲
・
神
農
・
燧
人
／

伏
羲
・
神
農
・
祝
融
の
二
説
を
挙
げ
る
。
人
表
で
は
燧
人
・
祝
融
を
載
せ

て
い
な
い
。
ま
た
、
五
行
篇
で
は
、
東
方
の
帝
を
太
皞
、
神
を
句
芒
と
し
、

南
方
の
帝
を
炎
帝
、
神
を
祝
融
と
し
、
西
方
の
帝
を
少
皞
、
神
を
蓐
收
と

し
、
北
方
の
帝
を
顓
頊
、
神
を
玄
冥
と
し
、
土
は
中
宮
、
そ
の
帝
を
黄
帝
、

神
を
后
土
と
す
る
。
人
表
で
は
、
宓
羲
（
木
徳
）
→
神
農
（
火
徳
）
→
黄

帝
（
土
徳
）
→
少
昊
（
金
徳
）
→
顓
頊
（
水
徳
）
と
い
う
、
非
常
に
整
理

さ
れ
た
交
代
図
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、『
白
虎
通
』
で
は
、
宓
羲
・
神
農

は
聖
人
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、太
皞
・
炎
帝
に
配
当
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

一
方
、『
漢
書
』
は
ど
う
か
。
律
暦
志
は
、
律
・
暦
と
も
に
劉
歆
を
最

も
詳
密
と
し
、
大
半
が
劉
歆
の
理
論
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
篇
末
「
世

経
」（
上
古
よ
り
光
武
帝
に
至
る
ま
で
の
世
系
の
変
遷
を
記
し
た
も
の
）で
、

帝
太
昊
を
炮
羲
氏
、
炎
帝
を
神
農
氏
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
世
経
は
冒
頭
に
、『
春
秋
』
昭
公
十
七
年
経
文
「
郯
氏
來
朝
」

と
、
そ
の
『
左
傳
』
の
記
述
を
引
い
て
い
る）
（1
（

。
叔
孫
昭
子
が
、
少
昊
氏
が

鳥
を
以
て
そ
の
官
に
名
づ
け
た
理
由
を
問
う
た
の
に
対
し
、
郯
氏
が
黄
帝

氏
＝
雲
、
炎
帝
氏
＝
火
、
共
工
氏
＝
水
、
太
昊
氏
＝
龍
、
少
昊
氏
＝
鳳
と

い
う
由
縁
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
歆
は
こ
こ
か
ら
、
太
昊
→
共
工

→
炎
帝
→
黄
帝
→
少
昊
と
い
う
系
譜
を
示
し
、
さ
ら
に
、『
易
』
か
ら
、

炮
犧（
宓
羲
／
伏
羲
）→
神
農
→
黄
帝
の
継
承
と
、「
炮
犧
氏
之
王
天
下
也
」

（
繋
辞
傳
下
）
よ
り
、
炮
犧
が
天
を
継
い
で
王
た
り
、
百
王
の
先
と
な
り
、

徳
を
木
よ
り
始
め
た
と
論
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
太
昊
（
木
）
→
共
工

（
水
）
→
炎
帝
（
火
）
の
継
承
は
序
に
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
共
工
氏
は
水

徳
を
具
え
て
い
た
が
、
知
と
刑
と
に
任
じ
て
い
た
た
め
に
覇
者
で
あ
っ
て

も
王
者
で
な
い
と
し
て
、
水
徳
の
秦
が
木
徳
の
周
、
火
徳
の
漢
の
間
に
在

る
（
閏
位
）
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
論
を
導
い
て
い
る）
（1
（

。

　

つ
ま
り
、
人
表
が
「
太
昊
帝
宓
羲
氏
」
よ
り
表
を
始
め
、
共
工
を
第
二

等
仁
人
に
止
め
て
「
炎
帝
神
農
氏
」
を
第
二
の
聖
人
と
す
る
の
は
、
律
暦

志
の
世
経
の
内
容
と
完
全
に
一
致
す
る
。
以
降
も
、
周
公
・
孔
子
を
除
い

て
第
一
等
聖
人
は
す
べ
て
帝
王
に
限
定
さ
れ
、
前
漢
末
の
劉
向
・
王
莽
の

言
や
、『
白
虎
通
』
が
「
聖
」
と
言
及
す
る
皐
陶
・
伊
尹
は
と
も
に
第
二

等
と
さ
れ
て
、
最
後
に
秦
始
皇
・
項
羽
・
陳
勝
・
呉
広
ら
い
ず
れ
も
第
六

等
と
さ
れ
る
人
物
を
中
心
と
す
る
秦
・
楚
の
「
群
」
を
以
て
終
わ
る
。
し

か
し
、
聖
人
に
注
目
し
て
人
表
を
見
る
と
き
、『
漢
書
』
に
通
じ
た
者
は
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冒
頭
か
ら
律
暦
志
と
の
関
連
に
気
づ
き
、宓
羲
氏
か
ら
神
農
氏
の
継
承
に
、

火
徳
の
帝
・
漢
高
祖
の
登
場
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
こ
れ
は

人
表
の
意
図
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
七
章　

�

人
表
に
お
け
る
六
経
・
儒
統
の
宣
揚
と
藝
文
志
と

の
関
係

　

こ
こ
で
、
人
表
に
お
け
る
聖
人
を
「
す
べ
て
帝
王
に
限
定
」
し
た
場
合

の
例
外
で
あ
る
、
周
公
・
孔
子
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
周
公
に
つ
い
て
は
、
幼
少
の
成
王
を
輔
け
て
摂
政
し
、
そ
の
成

人
後
政
を
還
し
た
と
い
う
、
帝
王
の
輔
佐
と
し
て
の
美
徳
が
注
目
さ
れ
る

が
、
帝
王
の
輔
佐
で
あ
れ
ば
第
二
等
と
さ
れ
た
皐
陶
・
伊
尹
も
同
様
で
あ

り
、
特
に
伊
尹
に
は
、
太
甲
が
不
明
暴
虐
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
尹
が
こ
れ

を
桐
宮
に
追
放
し
て
三
年
政
を
摂
っ
た
（『
史
記
』
殷
本
紀
）
と
さ
れ
て

い
た
か
ら
、
他
の
理
由
が
追
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
周
官
の
制
作
者
（『
史
記
』
魯
周
公
世
家
）
と
し

て
の
側
面
と
、
周
公
が
、
六
経
の
祖
述
者
で
あ
る
孔
子
と
と
も
に
、
儒
家

に
よ
っ
て
宣
揚
さ
れ
て
き
た
側
面
と
で
あ
る
。

　

次
に
孔
子
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
人
表
を
見

れ
ば
す
ぐ
に
孔
子
と
弟
子
た
ち
の
優
遇
は
看
て
取
れ
る
。
孔
門
以
外
の
諸

子
を
見
て
も
、
儒
家
で
は
子
思
（『
史
記
』
孔
子
世
家
は
中
庸
の
制
作
を

記
す
）・
孟
子
・
荀
子
（
人
表
で
は
「
孫
卿
」）
が
第
二
等
、
孟
子
門
下
の

公
孫
丑
が
第
三
等
に
配
さ
れ
る
一
方
で
、
他
学
派
は
、
老
子
・
墨
翟
を
は

じ
め
全
員
が
第
四
等
以
下
に
配
せ
ら
れ
て
お
り
、
梁
玉
縄
の
指
摘
以
来
、

人
表
の
諸
研
究
の
多
く
が
尊
孔
崇
儒
を
そ
の
特
徴
に
挙
げ
て
い
る
。ま
た
、

子
思
（
孔
伋
）
は
孔
子
の
孫
で
も
あ
り
、
孔
子
の
血
統
と
し
て
は
、
第
二

章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
孔
子
─
子
思
─
孔
穿
─
孔
鮒
─
孔
襄
の
系
譜
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
人
表
で
は
孔
子
の
学
統
・
血
統
は
「
仲
尼
」
以
来
連
綿

と
続
き
、「
孔
襄
」
へ
と
至
る
。
そ
し
て
、
漢
人
た
る
孔
襄
が
人
表
最
後

を
飾
っ
て
い
る
こ
と
は
、
帝
王
の
系
譜
が
高
祖
の
登
場
を
暗
示
す
る
と
仮

定
す
る
と
、
同
様
に
、
儒
の
系
譜
が
漢
以
降
も
絶
え
る
こ
と
な
く
続
く
こ

と
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

宓
羲
は
八
卦
を
作
り
、
文
王
は
周
易
を
演
べ
た
と
さ
れ
た
。『
詩
』『
書
』

の
中
心
は
聖
賢
の
言
動
で
あ
る
。
人
表
所
載
の
人
物
の
多
く
は
、
六
経
と

そ
の
伝
（
注
釈
）
に
『
論
語
』・『
孝
經
』
を
含
め
た
、
藝
文
志
が
六
藝
の

カ
テ
ゴ
リ
に
含
め
る
経
典
に
関
わ
る
。
そ
こ
に
孟
子
や
孫
卿
ら
の
儒
家
、

さ
ら
に
道
・
墨
・
法
・
兵
・
縦
横
家
等
の
諸
子
も
加
わ
っ
て
、
人
表
か
ら

は
、
六
藝
を
頂
点
と
す
る
藝
文
志
の
典
籍
世
界）
（1
（

も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
え
よ
う
。
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○
結
語

　
『
漢
書
』
古
今
人
表
は
、
諸
書
を
博
捜
し
て
二
千
人
に
迫
る
人
物
を
上

上
か
ら
下
下
ま
で
の
九
等
に
配
し
た
、
他
表
と
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
等

を
配
す
る
こ
と
は
人
物
へ
の
評
価
や
褒
貶
を
も
た
ら
す
が
、
一
々
配
等
の

根
拠
を
示
さ
な
い
こ
と
は
評
価
の
妥
当
性
へ
の
懐
疑
や
批
判
を
招
き
、
ま

た
、
九
等
も
の
列
に
多
人
数
を
配
す
る
こ
と
は
、
伝
写
の
際
の
脱
誤
を
生

じ
や
す
く
さ
せ
た
。

　

一
方
で
、
人
表
は
人
名
の
み
の
羅
列
で
あ
り
な
が
ら
、
か
え
っ
て
そ
の

限
定
に
よ
っ
て
、
人
物
の
表
記
や
選
定
、
配
置
の
し
か
た
次
第
で
、
編
者

の
意
図
を
視
覚
的
に
暗
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
人
表
所
載
の
人
物

は
、
大
ま
か
な
時
間
軸
に
、
関
連
す
る
人
物
を
近
接
し
て
載
せ
、「
群
」

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
学
問
教
養
あ
る
読
み
手
ほ
ど
、
人
物
の
羅
列
の

な
か
に
、
様
々
な
意
味
づ
け
の
「
群
」
を
見
つ
け
、
か
れ
ら
が
残
し
た
事

績
や
、
記
さ
れ
て
い
る
典
籍
篇
章
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

班
固
は
叙
伝
で
、「
篇
章�

博
挙
し
、
上
下
を
通
じ
、
略
ぼ
名
号
を
差
し

て
、
九
品
を
之
れ
叙
す
。
古
今
人
表
第
八
を
述
ぶ
。」
と
、
意
図
と
体
裁

を
述
べ
な
が
ら
、『
漢
書
』
一
百
巻
の
中
に
人
表
を
組
み
こ
ん
だ
。
班
固

自
身
が
人
表
を
構
想
ど
お
り
に
完
成
さ
せ
た
の
か
、
あ
る
い
は
現
行
の
人

表
が
、『
漢
書
』
成
書
当
時
の
姿
を
ど
こ
ま
で
保
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
考
察
の
し
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
現
行
人
表
か
ら
は
、『
尚
書
』・『
左

傳
』・『
論
語
』
の
強
調
や
、
律
暦
志
に
基
づ
く
帝
王
の
系
譜
、
藝
文
志
が

表
す
六
藝
を
頂
点
と
す
る
典
籍
世
界
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
表

は
孤
立
し
た
異
分
子
で
は
な
く
、
他
篇
、
特
に
律
暦
志
・
藝
文
志
と
の
強

い
関
係
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

人
表
が
漢
人
を
示
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
、
劉
氏
の
世
が
続
い
て

い
た
な
か
で
、
皇
帝
家
や
功
臣
た
ち
を
配
等
す
る
危
険
を
、
構
想
段
階
で

も
班
固
が
想
定
し
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い）
（1
（

。
人
物
の
記
載
を
秦
末
に
止

め
る
こ
と
は
、
班
固
の
最
初
か
ら
の
意
図
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
今
を
記
さ

な
い
こ
と
は
、
梁
玉
縄
が
い
う
「
彰
善
戒
惡
、
準
古
鍳
今
」
の
み
な
ら
ず
、

太
昊
帝
宓
羲
氏
か
ら
炎
帝
神
農
氏
へ
の
継
承
を
示
す
こ
と
で
火
徳
の
劉
氏

の
登
場
を
暗
示
し
、
孔
子
の
系
譜
を
連
ね
、
最
後
に
唯
一
の
漢
人
孔
襄
を

置
く
こ
と
で
、
儒
統
の
永
続
を
示
す
と
い
う
、
よ
り
積
極
的
な
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
班
固
は
、
自
身
が
織
り
込
ん
だ
数
多
の

意
図
を
読
み
解
く
「
読
者
」
を
期
待
し
て
、『
漢
書
』
を
述
べ
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
の
意
図
は
、
必
ず
や
人
表
中
に
も
、
多
く
潜
ん
で
い
る
に
違
い

な
い
。
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（
注
）

（
１
）�

張
晏
曰
、「
老
子
玄
默
、
仲
尼
所
師
、
雖
不
在
聖
、
要
爲
大
賢
。
文
伯
之
母
達
於

禮
典
、
動
爲
聖
人
所
歎
、
言
爲
後
世
所
則
。
而
在
第
四
。
田
單
以
即
墨
孤
城
復
強

齊
之
大
、
魯
連
之
博
通
、
忽
於
榮
利
、
藺
子
申
威
秦
王
、
退
讓
廉
頗
。
乃
在
第
五
。

大
姬
巫
怪
、
好
祭
鬼
神
、
陳
人
化
之
、
國
多
淫
祀
。
寺
人
孟
子
違
於
大
雅
、
以
保

其
身
、
旣
被
宮
刑
、
怨
刺
而
作
。
乃
在
第
三
。
嫪
毐
上
烝
、
昬
亂
禮
度
、
惡
不
忍

聞
。
乃
在
第
七
。
其
餘
差
違
紛
錯
不
少
、
略
擧
揚
較
、
以
起
失
謬
。
獨
馳
騖
於
數

千
歲
之
中
、
旁
觀
諸
子
、
事
業
未
究
、
而
尋
遇
竇
氏
之
難
、
使
之
然
乎
。」

（
２
）�

師
古
曰
、「
但
次
古
人
、
而
不
表
今
人
者
、
其
書
未
畢
故
也
。」

（
３
）�

原
文
「
既
非
國
家
逓
襲
、
祿
位
相
承
、
而
亦
複
界
重
行
、
狹
書
細
字
、
比
於
他
表
、

殆
非
其
類
歟
。」
劉
知
幾
が
見
た
人
表
の
体
裁
は
不
明
だ
が
、
北
宋
景
祐
刊
本
（
百

衲
本
）『
漢
書
』
で
は
、
人
表
は
九
等
の
横
軸
だ
け
で
な
く
縦
に
も
一
行
ご
と
に

罫
線
が
引
か
れ
、
人
物
は
大
字
一
マ
ス
二
字
な
い
し
三
字
ま
で
で
超
過
す
る
者
は

改
行
し
、
原
注
や
顔
師
古
注
は
双
行
細
字
で
記
し
て
い
る
。
他
の
表
に
比
べ
て
確

か
に
読
み
に
く
い
。

（
４
）�

吉
本
道
雅
「『
漢
書
』
古
今
人
表
と
春
秋
史
」（
京
都
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
第

五
十
七
号
、
一
～
六
一
頁
、
二
〇
一
八
年
）。

（
５
）�

渡
邉
義
浩
「『
漢
書
』
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
継
承
」（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
紀
要
、
第
一
分
冊
第
六
十
一
巻
、
三
～
十
七
頁
、
二
〇
一
五
年
）。

（
６
）�

こ
の
『
白
虎
通
』
と
の
相
違
の
指
摘
は
、
侯
外
廬
が
、
班
固
に
は
国
家
の
興
亡
を

人
為
の
得
失
に
求
め
る
『
史
記
』
の
立
場
を
踏
襲
す
る
側
面
と
、
五
行
志
や
『
白

虎
通
』
の
神
学
思
想
と
い
う
両
面
性
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
班
固
が
、
後
漢
の
讖
緯

思
想
の
流
行
と
、
劉
向
・
劉
歆
父
子
や
揚
雄
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
「
正
宗
的
信
心
」

を
失
い
、「
二
重
人
格
的
折
衷
主
義
者
」
へ
と
変
貌
し
た
も
の
で
あ
る
と
批
判
し

て
い
る
（『
中
國
思
想
通
史
』
第
二
巻
「
班
固
的
庸
俗
思
想
及
其
人
文
思
想
」）
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
。

（
７
）�

人
表
及
び
『
漢
書
』
本
文
は
、
中
華
書
局
点
校
本
二
十
四
史
に
拠
る
が
、
別
表
で

の
人
表
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
縦
の
行
に
も
罫
線
が
引
か
れ
て
便
利
な
た
め
、
百

衲
本
を
用
い
た
。

（
８
）�『
論
語
』
に
つ
い
て
は
『
儒
藏
』
精
華
編
一
〇
四
（
北
京
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）
所
載
の
『
論
語
集
解
』（
正
平
版
を
底
本
と
す
る
）
に
拠
り
、
章

分
け
も
そ
れ
に
従
っ
た
。

（
９
）�

吉
本
氏
前
掲
論
文
五
一
頁
。

（
10
）�

人
表
で
は
、
孔
子
（
仲
尼
）
の
あ
と
、
顔
淵
・
宰
我
ら
十
哲
を
配
す
る
前
に
左
丘

明
を
第
二
等
に
置
く
。
こ
こ
に
も
『
左
傳
』
の
重
視
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
。

（
11
）�

班
固
に
お
け
る
劉
向
・
劉
歆
の
影
響
と
研
究
史
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩

『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
12
）�

武
内
義
雄
『
論
語
之
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）
第
二
章
六
「
下
論
十

篇
中
齊
人
所
傳
の
論
語
七
篇
」
お
よ
び
第
五
章
五
「
季
氏
・
陽
貨
・
微
子
三
篇
に

就
い
て
」。

（
13
）�「
世
經
。
春
秋
昭
公
十
七
年
、
郯
子
來
朝
。
傳
曰
、
昭
子
問
少
昊
氏
鳥
名
何
故
。

對
曰
、
吾
祖
也
、
我
知
之
矣
。
昔
者
、
黃
帝
氏
以
雲
紀
、
故
爲
雲
師
而
雲
名
。
炎

帝
氏
以
火
紀
、
故
爲
火
師
而
火
名
。
共
工
氏
以
水
紀
、
故
爲
水
師
而
水
名
。
太
昊

氏
以
龍
紀
、
故
爲
龍
師
而
龍
名
。
我
高
祖
少
昊
縶
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
。
故
紀
於

鳥
、
爲
鳥
師
而
鳥
名
。」

（
14
）�

漢
火
徳
説
に
つ
い
て
は
、
久
野
昇
一
『
前
漢
末
に
漢
火
德
説
の
称
へ
ら
れ
た
る
理

由
に
就
い
て
（
上
）・（
下
）』（『
東
洋
學
報
』、
上
は
第
二
十
五
巻
三
号
、
四
一
八

～
四
五
五
頁
、
下
は
第
二
十
五
巻
四
号
、
五
六
七
～
五
九
九
頁
、
と
も
に

一
九
三
八
年
）
が
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
整
理
し
つ
つ
自
説
を
展
開
す
る
。
劉
歆
に

お
け
る
漢
火
徳
説
の
創
設
と
『
左
傳
』
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
氏
前
掲
書
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）�

こ
の
こ
と
は
、
藝
文
志
が
六
藝
よ
り
始
ま
る
点
だ
け
で
な
く
、
叙
伝
に
示
さ
れ
る
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制
作
意
図
「
虙
羲
畫
卦
、
書
契
後
作
。
虞
夏
商
周
、
孔
纂
其
業
、
篹
書
刪
詩
、
綴

禮
正
樂
、
彖
系
大
易
、
因
史
立
法
。
六
學
既
登
、
遭
世
罔
弘
、
群
言
紛
亂
、
諸
子

相
騰
。
秦
人
是
滅
、
漢
修
其
缺
。
劉
向
司
籍
、
九
流
以
別
。
爰
著
目
錄
、
略
序
洪

烈
。
述
藝
文
志
第
十
。」
か
ら
も
よ
く
表
れ
て
い
る
。
な
お
、
汪
春
泓
氏
は
、
人

表
は
屈
原
を
第
二
等
と
高
評
価
し
、
老
子
・
荘
子
を
低
く
評
し
て
い
る
が
、
こ
の

こ
と
は
、
班
固
が
道
家
の
影
響
を
も
強
く
受
け
、「
離
騒
序
」
で
屈
原
の
露
才
揚

己
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
せ
ず
、
か
つ
人
表
の
人
物
九
等
評
価
は
『
七
略
』

の
典
籍
分
類
と
性
質
を
同
じ
く
し
、人
表
が
法
家
に
連
な
る
荀
子
を
第
二
等
と
し
、

商
鞅
・
韓
非
の
法
家
を
第
四
等
と
し
て
い
る
の
も
班
固
と
相
容
れ
な
い
と
し
て
、

人
表
の
制
作
者
を
藝
文
志
と
同
じ
く
劉
向
・
劉
歆
父
子
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
筆

者
は
こ
の
主
張
に
に
わ
か
に
賛
同
し
か
ね
る
が
、
人
表
の
戦
国
期
の
人
物
選
定
と

評
価
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
16
）�

第
一
章
参
照
。
張
晏
や
顔
師
古
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
銭
大
昕
が
「
予
謂
、
今
人

不
可
表
。
表
古
人
以
爲
今
人
之
鍳
、
俾
知
貴
賤
止
乎
一
時
、
賢
否
著
乎
萬
世
。
失

德
者
雖
貴
必
黜
、
修
善
者
雖
賤
必
榮
。
後
有
作
者
、
繼
此
而
表
之
、
雖
百
世
可
知

也
。
觀
孟
堅
序
但
云
「
究
極
經
傳
」「
總
備
古
今
之
略
要
」、
初
不
云
褒
貶
當
代
、

則
知
此
表
首
尾
完
具
。
小
顏
所
云
、
蓋
未
喩
孟
堅
之
旨
。」（『
二
十
二
史
考
異
』

巻
六
）
と
反
論
し
て
い
る
。
冒
頭
の
「
今
人
は
表
す
べ
か
ら
ず
」
に
、
言
外
に
に

じ
む
言
論
の
不
自
由
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
中
文
に
よ
る
『
漢
書
』
古
今
人
表
の
主
要
研
究
〉

○�

丁
毅
華
「《
漢
書
・
古
今
人
表
》
識
要
」
華
中
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）、

一
九
八
七
年
五
期
、
五
四
～
六
〇
頁

○�

王
記
録
「《
漢
書
・
古
今
人
表
》
撰
述
旨
趣
新
探
」
山
西
師
大
学
報
（
社
会
科
学
版
）、

第
二
三
巻
第
二
期
、
六
七
～
七
一
頁
、
一
九
九
六
年

○�

朱
輝
峰
「《
漢
書
・
古
今
人
表
》
人
物
觀
解
析
」
湖
北
大
学
碩
士
学
位
論
文
、

二
〇
一
一
年

○�

王
緒
福
「《
漢
書
・
古
今
人
表
》
研
究

─
以
西
周
以
来
所
列
人
物
為
例
」
山
東
大
学

碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
二
年

○�

汪
春
泓
「
論
《
漢
書
・
古
今
人
表
》
与
《
漢
書
・
芸
文
志
》」
中
国
古
代
文
学
理
論
学

会
第
十
八
屆
年
会
暨暨
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
（
哲
学
与
人
文
科
学
）、
三
五
九
～

三
七
一
頁
、
二
〇
一
三
年

（
附
記
）本
論
考
は
令
和
二
年
度
國
學
院
大
學
国
内
派
遣
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


